
 
平成 29（2017）年度～令和 8（2026）年度 

諏訪市公共施設等総合管理計画  経過報告（令和 7 年 10 月） 

 

【はじめに】 

諏訪市では、公共施設の老朽化と少子高齢化・人口減少などの情勢に対応するため、平成 29 年度

より「公共施設等総合管理計画」に基づく取り組みを進めています。計画の内容は「諏訪市公共施設等

総合管理計画（概要版）」をご参照ください。 

 

【計画の進め方】 

個々の施設に係る「個別施設計画」を策定し、中長期的な具体的方策を決めて進めています。 

以下のような 6 パターンを基本として、施設ごとの対策を進めています。 

維持 点検、修繕、改修等を行いながら、施設を使用していくこと。 

建替え 施設を建て替えて、同一用途の施設として使用していくこと。 

集約化 既存で同種の公共施設を統合し、その施設を一体の施設として整備すること。 

機能転換 既存の公共施設を改修し、他の施設として利用すること。 

廃止 施設を解体すること。 

検討中 他の計画によって、今後の方向性が定まらないもの。 

 

各施設の方針は、利用者の皆様をはじめ市民の皆様にご説明、公表しながら進めています。 

 



 
 

【数値目標に対する実績】 

必要なサービスを維持しつつ施設総量の最適化を進める観点から、計画策定段階で諏訪市が保有

していた 278 施設・延床面積 23 万㎡の公共施設について、総延床面積を 10％以上削減するという

数値目標を立てて進めてきました。現時点での状況と今後の見通しは以下の通りです。 

時点 施設数 総延床面積 縮減面積（累計） 縮減率 

平成 29 年 1 月 

計画策定時 
278 施設 約 230,000 ㎡   

令和 6 年度末まで 
248 施設 約 212,000 ㎡ 約 18,000 ㎡ 約 7.9％ 

令和 8 年度末まで 

※目標年度（見込） 
244 施設 約 196,000 ㎡ 約 34,000 ㎡ 約 15.0％ 

 

 施設の延床面積の増減に関わる主な取組は以下の通りです。 ※面積が特に大きい施設を抽出 

更新または新設した施設 水戸代団地、駅前交流テラスすわっチャオ 

廃止（解体）した施設 ふれあい高島、新川団地、市民会館前駐車場、清掃センター、

旧湖南保育園、老人福祉センター、旧諏訪職業訓練校 

令和 8 年度末までに 

廃止（解体）を予定する施設 

旧東洋バルブ諏訪工場建屋、旧城北小学校、旧蓼科保養学

園、武道館 

 

 維持する施設には民間活力を取り入れ、管理運営を最適化する手法を積極的に導入しています。 

  ・公設市場卸売市場 →公設市場を廃止し、R7.4 月より民営市場へ移行 

  ・霧ヶ峰キャンプ場及び霧ヶ峰スキー場（リフト） →R8.4 月より指定管理者による運営へ移行予定 

 

 

【これからの取り組み】 

〇次世代に大きな負担を残さず、安全かつ利便性の高い公共サービスの提供を維持することを目指

し、資産総量の更なる最適化と適切な受益者負担についての検討が必要です。 

〇特に、施設使用料における受益者負担については、市民生活への影響が大きい課題です。社会の情

勢変化に的確に対応するとともに、公平性を確保できる基本方針を定めて進めていきます。 

 


